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近年、考古学に関する情報がマスコ ミニ ュケーシ ョンを通して、公表 され る

機会が数多 くなってきました。それとともに、考古学に対する、 一般市民の理

解も高まってまいりました。先人達が営んだ生活の場が遺跡であ り、また先人達

が埋葬された場が古墳であります。 これ らの遣跡は地下に破壊 されることなく

埋めておくことが最 ものぞましい姿であ りますが、ぃつまで も、そのような状

態におくことが不可能な事態がここ数年来、伊那谷にも押 し寄せてまい りまし

た。それは中央道開通、各種の土地改良事業であ ります。

今回の八人塚遺跡は西部開発事業に伴な う土地改良事業のために現状保存が

不可能となり、 各種学術団体より、その価値が指摘され、調査の運びとなった

次第であります。

調査は昭和 53年 4月 から 5月 にかけて実施 されました。調査にあた り

ましては、上伊那考古学会の諸先生並びに南信土地改良事務所職員一同、地元

作業員の方 々の心か らなる御協力により調査が完了したことに際して深甚なる

感謝を呈す る次第であ ります。

昭和 54年 3月 8日

伊 那 市 教 育 委 員 会

教 育 長   伊 沢
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1.今回の発掘調査は県営圃場整備に伴なう、土地改良事業で、第 6次緊急発掘調査にもとず

く報告書とする。

2.こ の調査は、県営畑地帯総合土地改良事業に伴なう緊急発掘で、国・県・市の補助金のも

とに、事業は長野県南信土地改良事務所の委託により、伊那市教育委員会が実施した。

3.本調査は、昭和53年度中に業務を終了する義務があるため、報告書は図版を主体とし文章

記述 もできるだけ簡略にし、資料の再検討は、後日の機会にゆずることにした。

4.本文執筆者は、次のとおりである。担当した項目の末尾に氏名を記した。

飯塚政美 田畑辰雄

図版作製者◎

o遺構及び地形

友野良一 飯塚政美 田畑辰雄

写真撮影◎

発掘及び遺構O

友野良一 飯塚政美 田畑辰雄

遺 物0

友野良一 飯塚政美 田畑辰雄

5。 本報告書の編集は主として、伊那市教育委員会があたつた。C

C
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第 I章 環

第 1節 位 置

八人塚遺跡は、長野県伊那市大字伊那平沢部落に所在しています。遺跡地までの道順 としては伊

那市街地より、小沢川に沿って、西方へ 4た″程行くと、眼前には南北に走る中央高速道路のハイウ

エイがみえ、さらに、同河川には、コンクリートの生々しさの残る橋梁の姿が眼に映える。これら

のものは、現代の日本高度成長の成果を如実に物語っている。この橋附近の集落が小沢部落である。

この附近から小沢川の両河岸段兵 も高くなり、したがつて、道路の曲折する個所も増す。このよう

な情景を左右に見ながら西方へ 4た″程さか登っていくと、谷間に一大集落がみえる。これが平沢部

落である。いままで登ってきた道をさらに西方へいくと、芝原、南沢、与地部落の北沢を経て、最

終的には権兵衛峠へと続いている。この部落の中央部附近にかかる小沢川の橋を渡 り、右岸段丘の

まがりくねった道を登り、段丘の上に出る。この段丘面をさらに南へ行き、下った所に伊那バスの

穴沢停留所があり、停留所より南に見える段丘面が八人塚遺跡である。

第 2節 地形 0地質

「伊那市平沢地区は、竜西の小黒川左岸段丘面、小沢川右岸段丘面、山麓扇状地の三つの条件の重

なった場所である。小黒川は木曽山脈茶臼山や将棋頭 (標高 2727笏 )の沢水を集めて、その源を成

し、旧西春近村と伊那市の境界を東流して、天竜川に流れ込んでいる。その距離は約 H.5た″、勾配

は急であり、上流部に岩層が多い。急流で、他の河川に比して洪水時 も土砂の流出が少ない。内萱

発電所があり、水力発電所に利用されている。一方、小沢川は権兵衛峠を中にはさんだ南沢と北沢

から流れ出るが、伊那市平沢の芝原で合流し、途中小沢で西天竜と合わさって伊那市内を流れ天竜

川に達する。全長 11ん″、南沢には南沢鉱泉がある。上流は崩壊個所が多く、洪水の場合土砂や礫が

一時的に多く流出する。」(上伊那郡誌 自然篇にょる )

第 3節 周辺遣跡 との関連

平沢部落周辺に点在する遺跡は7箇所あり、それは第 1図竜西地区遺跡分布図により⑭の北方、

⑮の矢塚畑、①の八人塚、①のおぐし沢、①の丸山清水、⑩の穴沢、①の関畑の各遺跡である。

北方遺跡は縄文中期、矢塚畑遺跡は縄文中期、おぐし沢遺跡は縄文中期・平安時代・中世、丸山清

水遺跡は縄文中期、奈良・平安時代、穴沢遺跡は縄文中期、関畑遺跡は縄文中期である。これらの

遺跡のうちでいままでに調査された遺跡はおぐし沢遺跡、丸山清水遺跡で、これらは報告書が出版

されています。 (飯塚政美 )



酪 `

万
=戻

扇蒻霧薫薫《薇薫悪悪慕栗
===み

i

遺跡の名称

1 北  割
2 田  代
3 古 屋 敷
4金 鋳 場
5 財  木
6 蔵鹿山麓
7 経ケ岳麓
8 西箕輪小学校
9大 萱 西
10 -
H 熊野神社
12富 士 塚
13 在  家
14 高  根
15久 保 畑
16 塚畑高根
17中 遺 南
18 桜  畑

55 城  楽
56小 沢 原
57 小沢神社
58 月見松古墳
59月 見 松
60 ウグィス団
61上 の 山
62 高  尾
63鳥 居 原
64 石  塚
65 今  泉
66原 垣 外
67 かんぜん
68 御園東部
69 御園南部
70宮 の 前
71清 水 洞
72牧 ケ 原
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第 1図 竜西地区遺跡分布図

37お ぐし沢
38 丸山清水
39 穴  沢
40 ますみケ序ト
41 船  窪
42凧 平 2

43凧 平 1

44上 手 原
,     45 城  畑

46 ますみケ丘
47 赤  坂
48伊 勢 並
49 八人塚古墳
50 狐塚南古墳
51 狐塚北古墳
52山 の 神
53 小黒南原
54富 士 塚
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第H章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査 の経 緯

横山、平沢地区の西部開発事業 (畑地帯総合土地改良事業 )は昭和 51年 12月 に初めて着手され

ました。この地区での最初の発掘調査は横山地区のおぐし沢遺跡が該当しました。昭和 52年度は、

平沢地区の丸山清水遺跡が同年 10月 から11月 にかけて発掘調査が行なわれ、前述した二遺跡は報

告書となって記録保存という姿で後世に残ることになりました。 昭和 53年度では丸山清水遺跡と

沢をはさんで南側の台地に所在 している八人塚遺跡が該当地区に含まれました。この地区は他地区

の水田の耕土に必要な土をはやく取って、本年度の作付けに間に合わせたいとの要求が強かつたた

めに、調査を4月 下旬より着手するように準備を整えました。

事業主体者である南信土地改良事務所と委託先である伊那市長との間で、「 埋蔵文化財包蔵地発

掘調査委託契約書 」を締結した。伊那市教育委員会では、契約後、ただちに発掘準備にとりかかれ

るように発掘調査団会を開催し、八人塚遺跡発掘調査会を結成し、その中に調査団を含めて業務を

遂行することにしました。

第 2節 調査の組織

八 人塚 遺 跡発掘 調

調 査 委員 会

委 員 長  伊沢 一雄

副委員 長  福沢総一郎

委   員  赤羽 映士

〃    向山 述雄

調査事務局  竹松 英夫

〃    有賀  武
｀

〃   ・
米山 博章

〃  .三 沢真知子

発掘 調 査 団

団   長  友野 良一 、

副 団 長  根津 清志

〃   .御 子柴泰正

調 査 員  飯塚 ′政美
'

〃    田畑 辰雄

〃    福沢 幸一

査 会

伊那市教育委員会教育長

伊那市文化財審議委員会委員長

伊那市教育委員長

南信土地改良事務所長

伊那市教育委員会社会教育課長

ル   〃    〃 課長補佐

〃   〃    〃 係長

〃   〃    ″ 主事

日本考古学協会会員    .

長野県考古学会会員

.〃  t:

〃

　

　

〃

　

　

″



第 2節 発 掘 日 誌

昭和53年 4月 26日  本日は八人JniE跡 の初日である。現場に午前 8時 30分に調査員、作業員達が

集合し、今後の発掘方針についての諸注意を聞いて調査のスムーズな進行を促進する。テントや発

掘器材を伊那市教育委員会の倉庫より現場へ運搬する。まずテント張 りよりとりかかる。発掘のベ

テラン調査員や作業員達の適切な指導や判断によって午前中一杯で、日印、休息地、発掘器材置場

等多目的な用途を果たす幕舎の完備ができた。午後は、荒地になったり、桑畑となっていた場所を

明日より調査の進行を考えて、邪魔なものを排除する。

昭和53年 4月 27日  昨日、整理をした場所へ重機を入れる。まず、桑を掘 り込むために最初に抜

根用のパワーシヤベルを入れる。この作業は午前中一杯かかって終了する。午後よリブル トーザー

によって耕土剥ぎを実施する。

昭和53年 4月 28日 本国より本格的な調査にとりかかる。まず、最初にグリットを設定する。発

掘地区は面積が広いため、さらに微地形では各所に高低がみられたために区を4つに分ける。微地

形はI区 は西から東への傾斜、 1区は北から南への傾斜、口区は東から北への傾斜、Ⅳ区は東から

西への傾斜、北から南への傾斜であった。第 1区 は東から西へ 1～ 17、 南から北へA～ W、 第 1区

は南か ら北へA～ 0、 東から西へ 1～ 18、 第口区は南から北へA～ F、 東か ら西へ 1～ 46、 第Ⅳ区

は南から北へA～ 0、 東 から西へ 1～ 27と グリットを設ける。

昭和53年 4月 29日  昨日、グリットを設定したので、 I区 のAlよ り掘 り始じめる。 IttC l

～C8、 Dl～ D3、 El～ E3、 Fl～ F3の範囲内に黒土の落ち込みがみられ、これを第 1号

住居址とする。本住居址のプランを確認するための拡張をしている。その他にグリット掘 りを掘 り

進めてい く。

昭和58年 5月 1日  本 日

より五月へ入つた。いよい

よ附近の若葉の青 さが目立

ち始 じめる。昨日検出され

た第 1号住居址の掘 り下げ

を開始する。掘 り下げてい

くと遺物の出土はかな りの

量に達 し、本址の中央部附

近に炉の発見があった。五

月晴れで青々とした空に鯉

のは りが泳いでいた。

糠

●

発 掘 風 景



昭和53年 5月 2日 夕方までかかつて第 1号住居址を完掘する。 I ttD 9-D10、 E.9～ E10、

F9～F10の グリット内に円形状の黒土の落ち込みがみられ、第 2号住居址とする。

昭和53年 5月 3日  本日は国民の祝日で休息日であるべきだが、都合により作業を実施する。第

1号住居址の清掃をし、その写真撮影を終了する。第 2号住居址のプラン確認にその全力を注ぎ込

む。住居址の近 くだけに上層部よりかなりの量の遺物が出土した。

昭和53年 5月 4日  第 2号住居址の大般のプラン確認ができたので、その掘 り下げを開始する。

グリ

'卜
掘 りを第 2号住居址の西側へ広げていく。

昭和53年 5月 5日 第 2号住居址の掘 り下げを進めていくと、南側の一角内床面上に黒い落ち込

みが発見され、これを第 1号土拡とする。本日一杯かかって、大般第 2号住居址 と土拡の完掘を終

了する。本日で、国民が言っているゴールデンウイークの最後の祝日も終 りである。

昭和53年 5月 6日  第 2号住居址の清掃及び、その写真撮影を終了する。グリット掘 りは一応、

I区 では西側で限界がきたので、北側へと掘 り下げを進めていくと、遺物はかなりの量出土したが

遺構は検出されなかった。

昭和53年 5月 8日  本日より第 1区 に入りAか ら掘 り下げを進めていく。 1区 DH～ DH、 E10

～E12、 E10～ FH のグリット内に黒土の落ち込みがみられ、第 3号住居址とする。

昭和53年 5月 9日  第 3号住居址の北側へ円形状の黒土の落ち込みがみられ、第 4号住居址とす

る。第 3号住居址の掘 り下げを進めていくと、住居址の割合には遺物は少なかった:第 3号住居址

のプラン確認を進めていくと同時に、第 4号住居址のプラン確認をする。

昭和53年 5月 10日 本 日は第 I区の北側のグリットヘ掘 り下げを進めていくとI tt S 12～ S14、

Tlか414の グリット内に黒土の落ち込みがみられ、第 5号住居址とする。

昭和53年 5月 H日  第 3号住居址と第 4号住居址の掘 り下げを進めていくと、どうも切 り合い関

係の具合になつており、その切 られた住居址を第 6号住居址とする。        「

昭和53年 5月 12日  第 3号住居址と第 4号住居址、第 6号住居址のほぼ完掘を終了する。それに

よると、第 3号住居址、第 4号住居址は埋甕炉になつていた。第 6号住居址は第 3号住居址に切 ら

れているために、ほんのわずかに残されていた程度であった。         :   ・

昭和53年 5月 13日  第 3号住居址、第 4号住居址、第 6号住居址完掘及び清掃、さらに写真撮影

を終了する。         .    ゛

昭和53年 5月 15日  前日の写真撮影のために、第 3号住居址、第 4号住居址、第 6号住居址の周

辺を拡張していると第 4号

「

居址の南側に 1カ 所、第 3号住居址の南側に 2カ 所それぞれ黒土の落

ち込みがみられ、前より第 2号土拡、第 3号土拡、第 4号土拡とし、ほぼその日のうちに完掘、清

掃、さらに写真掃影を終了する。

昭和53年 5月 16日  第 5号住居址の掘り下げを実施し、夕方までにはその完掘を済ませる。それ

にょると炉は住居址の中央部附近にあり、凹み状になつており、さらに、なかえは小石が混入して

いた。それと同時に周辺のグリットを拡張した。本住居址の清掃及びその写真撮影をする。

昭和53年 6月 17日  本日は第 1区の 13～ 18ラ インの南側のグリット掘 りを進めていくが遺構及

び遺物の出土はみられなかつた。

-6-



昭和53年 5月 18日  本日は第 1区の北側のラインT～ 0、 1～ 18ラ インのグリット掘 りを進めて

いくが、遺構及び遺物の検出はみられなかつた。

昭和53年 5月 19日  本日はⅢ区のAlか らA20ラ インのグリット掘りをするが、遺構及び遺物の

検出はみられなかった。

昭和53年 5月 20日  本日は第 Ⅲ区のA21か らA46ラ インのグリット掘 りをするが、遺構及び遺物

9     の検出はみられなかった。第 1号住居址、第 2号住居址の平面及び断面実測を終了する。

昭和53年 5月 21日  本日は第Ⅳ区のAl～ A20ラ インのグリット掘りをするが、遺構及び遺物の

,     検出はみられなかった。第 3号住居址、第 4号住居址、第 6号住居址の平面及び断面実■llを する。

昭和53年 5月 22日  本日1鱗:Ⅳ 区のA21-A27ラ インを掘 り下げていくと、 2カ 所に土拡がみら

れ、それぞれを第 6号土拡、第 7号土拡とし、一日で完掘し、写真撮影をする。

第 5号住居址の平面及び断面実Illを する。

昭和53年 5月 23日  昨日、ブル トーザーが水田用の耕土をとり除いていると、第 1区 のB3～ B

5、 C3～ C5の グリット内に焼けた個所がみつかり、これを第 7号住居址とする。プランを把握

するために北西を拡張していると土拡状の落ち込みがみられ、第 7号土拡とする。第 1号土拡、第

2号土拡、第 3号土拡、第 4号土拡、第 5号土拡、第 6号土拡の平面及び断面実測を終了する。

昭和53年 5月 24日 本日は第 7号住居址の掘り下げ、第 7号土拡の掘 り下げを終了、完掘し、清

掃及び写真撮影をする。

昭和53年 5月 25日 本日は発掘作業の最終日である。テントの取 りこわし、発掘器材の点検及び

その運搬を実施する。第 7号住居址、第 7号土拡の平面及び断面実測、全測図の作製

昭和54年 1月 ～ 2月  報告書の図版及び実■ll図 の作製

昭和54年 2月 報告書の原稿作製、報告書を印刷所へ入れる。

昭和54年 3月 報告書の刊行

(飯 塚 政美 )
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第 1節 住 居 址

第 1号住居址 (第 4図、図版 2)

本住居址は、今回、発掘 された住居址のなかでは最 も東側に位置 しており、そのグリット名は I

区 Cl、 C2、 C3、 Dl、 D2、 D3、 El、 E2、 E3、 Fl、 F2、 F3の 12グ リットにま

たがっていた。表土面 より50"位下ったローム層面を掘 り込んで構築 された竪穴住居址であり、プ

ランは若干角張 り気味ではあるが、ほぼ円形を成 し、その規模は南北 5笏 74翻、東西は (耕作時に

よる破壊のために東側では残存 していないが )推定 6″ 前後を測定できると思われる。

壁は、5～ 33"の高さを■llり 、約半分程は耕作時に破壊され残存しない。床面は若干の凹凸はあ

るが、全般的には良好とはなつているが、約半分は耕作時に破壊されてい る。炉は住居址の中心 よ

り、やや南側に位置 し、規模は南北 90翻、東西 85翻で、方形の石囲炉で、 8個の石より成 り立っ

ていた。炉石のなかには石皿 も含まれているの もあった。

柱穴及びピッ トは合計 8本 あ り、深 さはPlでは23翻、P2は 24翻、P3は 15翻、P4は 44御、P6は 41

翻、P7は 16印をそれぞれ測る。P5は袋状になるピットで、その用途は貯蔵穴で 深 さは65翻 を測る。

遺物は加曽利 E期の ものが大部分であつたo

⑥ ‰犠々
⑥R」 6

0            1●

-第 4図 第 :号住居址実測図
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第 2号住居址 (第 5図、図版 2)

本址は I区の中央部附近、D9、 E9、 F9、 D10、 E10、 F10の 6つのグリットにまたがって

発見された。南北は 4″ 51翻、東西は攪乱の為不明ではあるが、推定 5″前後を■ll定 できると思わ

れる。構築方法はローム層面を掘 り込んだ竪穴住居址である。壁は 12～23翻の高さを有し、外傾気

味であって、さらに傾斜面であるために東よりの壁は残存していない。床面は若干の凹凸がみられ

やや軟弱である。東寄 りのそれは攪舌Lに よる破壊が顕著であった。炉は住居址の中央部に位置し、

5個の石より成る方形石囲炉である。東側の一角は石が抜き取られた跡が顕著であった。規模は南

北60翻、東西55翻 を測る。柱穴及びピットは全部で 6本発見され、そのうち主柱穴はP2、 P3、 P5

P6の 4本であろう。Pl、 P4は 断面袋状であり、貯蔵穴的な要素が多い。柱穴の深さはP2は34飲

P6は 37翻、 P3は 39`フじ、 P5は 45`7て
'あ

っ
'こ

。

遺物は加曽利E期のものが大部分であった。

bl

ヽ
／

◎＼
θ

Ｊ
一

第 5図 第 2号住居址実測図



第 3号住居址 (第 6～ 7図、図版 3)

本址は第 2区のD10、 E10、 F10、 D ll、 EH、 FH、 E,12の 7つのグリットにまたがって発見さ

れ、表土面より 15翻位下ったローム層面を掘 り込んで構築された竪穴住居址である。プランは円

形を成し、規模は南北 4″ 70翻、東西 5物 をIll定できる。主軸はN8σ¬rの方向に位置している。

壁は南側の一部分は土拡や耕作 によって破壊されている。壁の状態はほぼ直に立ち上がり、その壁

高は 24～44翻を計る。 炉は住居址のほぼ中央部に位置し、埋甕炉の形態を成しており、正位の状

態で埋めてあったが、下半分は欠損していた。甕の周囲は木炭の混入が顕著であった。 埋甕は縄

文中期初頭に位置づけられる土器であり、したがって、本址は縄文中期初頭に編年づけられる。

柱穴及びピットは合計 17個検出された。本址の主柱穴は第 6号住居址との切 り合い関係のために

明確なる把握はできないが、察するに主柱穴はP13、 P15、 Pl、 P5、 PHであろう。P9、 P10は 袋

状を呈し貯蔵穴の要素を窮うことができよう。炉の南側は若干高くなり、しか も堅かったが何の為

に、このような状態になったかは不明である。

◎R4

◎13

第 3号住居址

第 6図 第 3号 06号住居址実測図
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第 4号住居址 (第 8～ 9図、図版 3)

本址は第 3号住居址の北側に発見された住居址である。南

北 3″mm、 東西 4″ の円形プランを呈する竪穴住居址であ

る。壁高は北、東が高く、南、西は低い。状態としては、傾

斜して立ちあがっている。主軸はN817の方向をさし■ 為ヽ

床面はほぼ平坦で、やや軟33と なっていた。炉は住居址の

中心部よりやや北側によったところに位置し、埋甕炉の形態

をとっている。埋甕は正位の状態で埋めてあり、下部は欠損

していた。柱穴及びピットは全部で10カ 所発見され、主柱穴

として考えられるのは、P2、 P6、 P8、 P10で あろう。P10、

Pl、 P2は断面袋状を呈する。

I混黒褐色土
Ⅱ木炭混黒褐色土
III真黒色土
IIll Ⅲ+褐色土粒
Ⅳ 黒褐色土
V暗褐色±  0        50 cm

第 7図  第 3号住居址炉址断面図

Ｆ
・

ビ
一

ノ

ー

ノ

Ｆ

本住居址の時期は埋甕炉からして縄文中期初頭の住居址と考えられる。

∬
一

q■2ミ

第 8図 第 4号住居址実測図
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第 5号住居址 (第 10図、図版 4)

本址は今回発掘された住居址中では、最北部にあり、南北

4″ 60翻、東西 5″ 10翻の大きさで、東西に長い、長円形プラ

ンを呈する竪穴住居址である。主軸はN51節の方向を向して

いる。

壁の状態は攪乱がはなはだしくて、一部検出が不可能な部

分 も認められた。壁高は概略で 32翻前後を■llる 。炉は住居址

の中心部よりゃゃ北側に位置し、す りばち状に落ち込む、長

方形の石囲炉と思われ、使用されている石は小 さな石であっ

た。炉の規模は南北 1″ 15翻、東西 85翻を計る。多数のピ

Ｆ
一

ビ

一

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

第 9図 第 4号住居址炉址断面図

ットが検出された。ほとんど柱穴状のものと考えられ、本址はこれらの柱穴の状態からみると3回

程度の建てかえがあったと考えられる。遺物は加曽利E期のものが大部分であつた。
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第 10図 第 5号住居址実測図
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第 6号住居址 (第 6図、図版 3)

本址は大部分が第 3号住居址に切 られてしまっているので、その実態は全 くといっていい程わか

らない。ただ、プランは円形の竪穴住居址と思われる。また時代は第 3号住居址より古いことは事

実である。遺物は伺 も出土しなかった。

第 7号住居址 (第 H～ 12図 )

ブルトーザーの土取り、作業中に発見された住居址であるために、規模・プラン・床面等々の状

態は不明、炉は理甕炉であり、周囲に多量の焼土が検出された。埋甕は正位の状態で埋められてい

た。時代は縄文中期初頭である。 (飯塚政美 )

ヽ

χ
一

0          :m

第‖図 第 7号住居址実測図



第 2節 土 拡

第 1号土拡 (第 13図 、図版 4)

第 2号住居址の南側の床面を掘 り込んで構築された土拡で

南北 1″ 35翻、東西 1笏 30翻の規模をもっている。プランは

若干角張ってはいるが、円形プランを呈している。深さは55

翻位にローム層を掘 り込んでいる。壁面は外傾しており、か

たいタタキになっていた。床面は平坦であって、かたいタタ

キとなっていた。石が入つていた。

遺物は加曽利E期が大部分であった。

(友野良一 )

第 2号土拡 (第 14図、図版 3)

I

本土拡は第 2号住居址の南西の一角に検出された。南北 1″ 6御、東西 1″ 20"の規模を有し、

ところどころで角張り気味ではあるが全般的に長円形プランを呈 し、深さは 1解 に達している。壁

面は外傾気味で、わずかに段を持ち、たたき状になっていれ

床面はすりばち状になり、中央部が凹み、わずかなタタキ

となつていた。

遺物は伺 も出土 しなかつた。

第 3号土拡 (第 15図、図版 3)

本土拡は第 3号住居址に切 られ、検出された遺構である。

ローム層を掘 り込んで 構築 されており、その大 きさは南北

1″ 55御、東西 55翻程で、不整長円形を呈してい る。壁高は

数翻で外傾が強い、床面は ほぼ平坦で、かたいタタキにな

っている。

遺物は何 も出土 しなかった。

第 13図 第 :号土拡実測図

第 4号土拡 (第 16図、図版4)

第 3号土拡に接して検出された土拡である。壁高は15～20翻 を計 り、外傾が鋭い。規模は南北85

翻、東西 79翻程で、円形プランを呈する。床面はローム層のかたいタタキで、中央部より西側は平

坦、中央部より東側は急傾斜の状態を成している。床面上に密着したり、数翻浮いて 3個の石が存

在していた。これ らの石は花商岩が主体を成しており、小沢川水系のものと考えられる。

遺物は伺 も出土しなかった。

Ｆ
一

Ｅ
一

I′ 黒色土混入焼土
Ⅱ 黒褐色土
Ⅲ パ ミス混入茶褐色土
Ⅳ 茶褐色土
V黒色土

0__口
__口_…¬硼ロロ,ユ旦Fm

第 12図 第 7号住居址炉址断面図
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第 3号住居址

第 14図 第 2号土拡実測図

第 5号土拡 (第 17図 )

本土拡は最も南側の位置に発見された遺構である。北側

は、若干、角張ってはいるが、大般、円形プランを呈し、

その規模は南北 1″ 40翻、東西 1″ 15翻を測定できる。壁

は西側では内弯が強 く、段を有し、東側は外傾している。

その高さは15翻内外である。床面はわずかなタタキになっ

ており、凹凸が著しい。床面の北側の位置に小ピットが存

在 していたが、その用途は不明である。

遺物は何 も出土しなかつた。

第 :5図 第 3号土拡実測図
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第 !6図 第 4号土拡実測図



第 6号土拡 (第 18図 )

本土拡は最も西側に発見された土拡である。規模は南北 1

″90翻程を測定できた。プランは長円形状を呈していた。壁

の状態は北側はわずかに弯曲気味で、南側は外傾が強い。

床面はローム層の極めて良好なる叩きで、起伏が著しかっ

た。特に南側の落ち込みは複雑多岐であった。また、この一

部はピット状になつていた。これは用途不明であった。

遺物は何も出土しなかつた。

第 7号土拡  (第 19図 )

本土拡は第 7号住居址の北西の位置に検出された遺構で、

南ゴL85印、東西82翻で、隅丸方形状のプランを呈している。

壁高は東側で45翻、西側で 55翻前後を測定できた。状態はロ

ーム層をわずかに叩いてあり、途中に幾段 も段を有している

滑めらかな外傾を成している。中央部は一段下つて小さなピ

ット状の土拡があったが、発掘段階では切 り合い関係は不明

であった。床面はローム層をわずかにたたいて構築 してあり、

へ傾斜していた。遺物は伺 も出土しなかった。

第 i7図 第 5号土拡実測図

わずかに凹凸が認められ、東から西

(飯塚政美 )

第 19図 第 7号土拡実測図第 !8図 第 6号土拡実測図



第Ⅳ章 遺

第 1節 土  器

土器の説明は表を作成し、一見のもとに理解できるようにした。一覧表の見方について項目別に

簡単な内容説明を附記しておくことにする。

胎土、保存状態、色調についての記述は、明らかなる基準によったものではなく、筆者の主観に

よるものである。                              (飯 塚政美 )

図版 番号 胎 土 保存状態 色  調 縣
物

文様 の特 徴 備 考

多量の長石 普  通 明褐色 沈線 第 1号住居址

多量の雲母 茶褐色 縄文 〃

少量の長石 〃 赤褐色 刺突文。湖線
〃 〃 良  好 黒褐色
〃 普  通 黄褐色 隆帯・沈線
〃 良  好 赤褐色 隆帯・刻目 〃

多量の長石 〃 明褐色 隆帯。亥旧 。湖贈 〃

〃 少量の長石 黄褐色 隆帯 。沈線 〃

〃 〃 普  通 茶褐色 〃

明褐色 沈線・刺突文

多量の長石 隆帯 。刺突文 〃

不  良 黄褐色 沈 線

多量の雲母 〃 赤褐色 無文

普  通 縄文

少量の長石 〃 朗褐色 無文

第 i表 出土土器の形状一覧表

図版 番号 胎 土 保存状態 色  調
さ

カ

厚
物 文様 の 特 徴 備 考

少量の長石 良  好 茶褐色 縄 文 第 2号住居址

少量の雲母 普   通 隆帯・沈線
〃 多量の長石 良 好 〃 〃 〃

普  通 赤褐色

多量の雲母 良  好 明褐色 粘土紐

赤褐色 隆帯・沈線・刻目
〃 普   通 〃 粘土紐 〃

多量の長石 茶褐色 縄文・沈線

少量の長石 良  好 黒褐色 〃

〃 多量の長石 普  通 茶褐色 紋
0淑 ・ 齢

〃 少量の雲母 不  良 明白色 刺突文

多量の雲母 良  好 黒褐色 隆帯・沈線
〃 少量の長石 沈 線 〃

〃 〃 茶褐色 無文 〃

〃 〃

第 2表 出土土器の形状一覧表
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図版 番号 胎 土 保存状態 色  調
さ

カ

厚
伽 文 様 の 特 徴 備 考

1 多量の雲母 普  通 赤褐色 隆帯 。抽象文 第 3号住居址

貢褐色 隆帯・刻目 〃

多量の長石 不  良 赤褐色 降帯・沈線

〃 少量の長石 樋 隆帯・洗線・刻目 〃

〃 良  好 黒褐色 隆帯・刻目・爪形文  〃

多量の雲母 茶褐色 粘土紐刻目。爪 多文  〃

〃 普  通 隆帯 〃

少量の長石 不  良 噸

少量の雲母 良   好 黒褐色 粘土紐
〃 少量の長石 不  良 噸

多量の長石 黄褐色 隆線・沈線・刻目

多量の雲母 〃 熱 蚊

第 3表  出土土器の形状一覧表

図版 番 号 胎 土 保存状態 色  調
さ

め

厚
０ 文 様 の 特 徴 備 考

1 多量の長石 不   良 黒褐色 縄文・刺突文 第 4号住居址

〃 〃

〃 lt`i:l言::lill]:tl'2:L;薇 |lζl::'li:「

〃 縄 文

多量の雲母 良   好 沈 線

〃 少量の雲母 不   艮 騨 隆帯 〃

〃 少量の長石 普  通 赤褐色 隆帯・爪形文
〃 多量の長石 黒褐色 齢

・
姐

。
漱

〃 多量の長石 不  良 茶褐色 隆帯・沈線 〃

少量の長石 赤褐色 無 文

〃 〃 〃 無文・隆帯

〃 〃 〃 無文

第 4表  出土土器の形状一覧表

図版 番号 胎 土 保存状態 色 調 願
い

文様 の特 徴 備 考

多量の雲母 良   好 噸 麟 ・ 淑 ・ 紋 第 5号住居址

〃 多量の長石 普  通 茶褐色 沈 線 〃

多量の雲母 良  好 黒褐色 際
。

瀬 ・ 鮫 〃

少量の長石 普   通 噸 沈線・粘土紐 〃

〃 多量の雲母 良  好 黒褐色 淑 ・
紋

・
麟

〃

〃 茶褐色 粘土紐

囃 隆線・沈線

〃 多量の長石 普  通 黒褐色 昴稼・縄ヌ 〃

第 5表 出土土器の形状一覧表
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図版 番号 胎 土 保存状態 色  調
さ

め
厚
ω 文 様 の特徴 備 考

1 多量の雲母 良  好 赤褐色 隆帯・刻目 第 7号住居址
〃 〃 〃 〃 〃

〃
〃 〃

〃

〃 〃 〃 〃

〃
〃 〃 〃 〃

〃 少量の長石 普  通 赤 褐 色 況 繰 ・ ア1日

〃
〃 〃 〃

〃
〃 良   好 畷 褐色 隆線 〃

多量の雲母 普  通 無 文

少量の雲母 〃 〃

〃 〃

〃 艮   好

第 6表 出土土器の形状一覧表

図版 番号 胎 土 保存状態 色  調
さ

の
厚
α 文様 の特徴 備 考

1 多量の雲母 不  良 茶 褐 色 無文 第 1号土拡
〃 〃 〃

多量の長石 良  好 RF‐褐色 隆線 。沈線 〃

〃 普  通 〃 沈線 〃

〃 多量の雲母 赤 褐 色 粘土紐

多量の長石 不  良 〃 隆帯 〃

良  好 黒 褐 色 隆帯・沈線 〃

少量の長石 〃 囃 色 隆帯

多量の雲母 不  良 赤 褐色 縄文
〃 多量の長石 普  通 黒 褐 色 鱗

。
紋 ・ 歌

少量の長石 良 好 茶 褐 色 際
・

淵
。

紋

〃 多量の雲母 不  良 赤 褐 色 隆 線

〃 〃 〃 〃 無 文

第 7表 出土土器の形状一覧表

第 2節 石    器

石器の説明は表を用いることにする。表の項目は図版、番号、名称、器形、石器、備考である。

(飯塚政美 )

第 8表 出土石器の形状一覧表
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図版 番号 名 称 器 形 石 質 備 考

1 打 製 石 斧 短 冊 形 粘 板 岩 グ  リ  ッ   ト
〃 〃 〃 〃 〃

第 1丹 土 拡

〃 撥 形 〃 第 3号 住 居 址

〃 砂 岩 グ  リ  ッ   ト

〃 〃 短 冊 形 〃

〃 第 4号 住 居 址
〃 凹 石 花 岡 岩 第 3号 住 居 址



図版 番号 名 称 器 形 石 質 備 考

1 磨 製 石 斧 乳 棒 状 緑 泥 岩 第 7号 住 居址

〃 定 角 式 蛇 紋 岩 グ  リ  ッ  ト

〃 〃 〃 第 5号 住 居 址

皮 示J 緑 泥 岩 グ  リ   ッ   ト

石 匙 f t- l' グ  リ  ッ   ト

〃 磨 製 石 斧 手L 棒 状 緑 泥 岩 第 4号 住 居 址

〃 石 匙 粘 板 岩 第 3号 住 居 址

〃 砂 岩 第 1号 住 居 址

凹 石 花 商 岩 グ リ ッ  ト

第 9表  出土石器の形状一覧表

第V章 ま と め

今回の発掘調査で、検出された遺構は住居址、土拡であった。発掘調査地区が限定 されたり、ま

た時間的な余裕がないために、問題点を重点的に簡潔に述べてみたい。

検出された遺構は全て縄文時代の住居址 と土拡であって、大 きく考えてみ ると全て縄文中期時代

に含まれてい ると思われる。住居址を編年に従つて細分してみると縄文中期初頭 4軒、縄文中期後

葉 3軒 である。

住居址を考 えてみるにその主たる項目であるプラン、周溝の有無、炉の有無、形状、状態 ,埋甕

等について解説を加え、全般的に把握をしていきたい と思 う。

プランは第 7号住居址のように全 く不明な ものを除いて、大般円形状 を成 していた。周溝は 7軒

ともどれに も存在 していなかった。炉は二種 類に大別でき、一つは埋甕炉であり、一つは石囲炉で

ある。前者の第 3号住居址、第 4号住居址、第 7号住居址、後者のには第 1号住居址、第 2号住居

址、第 5号住居址がそれぞれ属 している。第 6号住居址は炉の形態は現存 していないが、第 3号住

居址の切 り合い関係か ら察 して埋甕炉の形態が濃厚の様に思われる。

理甕炉の状態を住居址 ごとに特徴を述べてみると次のように考えられる。

第 3号住居址、第 4号住居址、第 7号住居址のは正位の状態で、下部が欠損し、周囲に木炭が検

出されていた。位置は第 3号住居址では大般中央部附近、第 4号住居址では中央部よりやや北側に、

第 7号住居址は全体のプランが不明なために断定できない。

石囲炉の状態を住居址 ごとに特徴を述べてみると次のように考えられる。

第 1号住居址、第 2号住居址のは割合に大 きな石を使用 し、第 5号住居址のは小 さな石で凹み状

になっていた。位置は第 1号住居址では中央部よりやや南側、第 2号住居址のはやや中央部、第 5

号住居址のは中央部よりやや北側にそれぞれある。



住居址の時代決定は埋甕炉に関連したのは縄文中期初頭から縄文中期中葉の初頭に。石囲炉に

関連したのは縄文中期後葉に決定でき得るであろう。一般的に住居址の南側、あるいは東側の位

置に床面を掘り込んで埋められた土器 (埋甕 )は どの住居址か らも検出されなかつた。

住居址内より出土した土器を編年学的に究明してみると、梨久保式、平出 3A式、藤内式、井

戸尻式、曽利式と縄文中期除般に通じていることがわかった。

土拡は全部で 7基検出され、プランは円形及び長円形状が大部分で、大きさは多種多様であっ

た。遺物は第 1号土拡内から出土しただけであつて、他の土拡内からの出土は全 く無かった。し

かし、周辺の状況あるいは 7軒の住居址の関係からして広 く言う縄文中期時代に属していると思

われる。

石器は20数個出土した。全て縄文中期時代に属しており、その形態は次のようである。

打製石斧のなかで短冊形、撥 形、磨製石斧のなかで予L棒状、定角式、凹石、皮剥、石匙等であ

った。これ らの石器に利用されている石質は粘板岩、砂岩、花商岩、緑泥岩、蛇紋岩、チャート

等々であった。

最後に、西駒ケ岳の吹きおろしのまだ寒い 4月下旬から農家の多忙時期に調査を開始した。発

掘当初は期待 していた割合には遺構や遺物が少なかった:こ のような理由で意気昂 らぬ日もあっ

たかと思われた。調査進行は順調で、ほぼ計画通 り現場発掘調査を無事終了できたのは、関係機

関、関係者御一同の惜しまぬ支援と配意を賜わった。さらに、発掘作業員の皆様が、中央道遺跡

発掘、土地改良事業遺跡発掘等々数多くの調査に参画された経験を生かし、今度の調査に臨んで

いただけたことが発掘調査進行の上に大きな原動力となったことは何人 も疑うことのできない事

実と思われる。また、短期間での遺物整理、原稿執筆を経て、ここにこのような報告書をまとめ

ることのできたのは、調査団全員の努力の賜であり、関係各位に対し厚く御礼申し上げる次第で

あります。なお、当遺跡に関連した出土遺物、図面等は伊那考古資料館へ永久保存という形で保

管してあります。

(飯 塚 政 美 )





遺跡地を東側より眺む

遣跡地を北側より眺む

図版 1 遣 跡 全 景



第 l号住居址

第 2号住居址

図版 2 遺



椰

:|‐1ヽL
■
　
　
　
ヽ

ヽ

式4竜
1魃 |

鞭

|||:||‐ 1111111111::1‐

1‐111こヾ1黛
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図版 3 遺
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第 5号住居址

第 i号土拡

図版 4 遺

第 4号土拡



第 1号住居址炉址 第 2号住居址炉址

第 3号住居址炉址上面 第 4号住居址炉址上面

第 3号住居址炉址断面 第 4号住居址炉址断面

図版 5 遺 構



石器出土状況 石器 出土状況

土器出土状況

土器出土状況 土器 出土状況

図版 6 遺 物 出 土 状 況
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図版 7 出 土 土 器

褥 轟
図版 8 出 土 土 器
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図版10 出 土 土 器
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図版 12 出 土 土 器
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図版i3 出 土 土 器

図版i4 出 土 石 器
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図版 15 出 土 石 器
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図版 16 住居址の土層埋没状況
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